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響をさす「達成経験の影響」である。 r達成にまつわる努力」は「目標」と「結果の処理」に関係し、 「目標」は f結
果の処理」と「達成経験の影響J に関係する。また、 「結果の処理j も「達成経験の影響j に関係すると考えられる。
以降の章では、それぞれの内容と関係について、大学生を対象とする質問紙調査の報告を行った。
第 2 章では、 「達成にまつわる努力」について研究 1 、 2 を行った。努力動機を収集・類型化して検討したところ
ところ、従来の心理学の理論では無視されていたが社会学・教育学で指摘されていた努力の形態の存在が実証された。
第 3 章では、 「達成にまつわる努力J r 目標J r結果の処理J について、研究 3 、 4 、 5 を行った。研究 3 では、
自我関与の高い達成経験を得るための自由記述の必要性が示され、自由記述を用いた研究 4 、 5 では、目標の学業・
スポーツといった客観的領域や重要性などの主観的性質、そして個々人の努力観によって帰属様式が異なることが示
された。












具体的には、達成に関する 4 つのプロセス、すなわち「達成にまつわる努力J 、「目標J 、「原因帰属である結果の処
理J 、「達成経験の影響j の相互関係を実証的に検討した。
特に、注目すべきは、学業でもスポーツでも、成功体験はプラスの主観的評価が維持されるが、失敗体験では、学
業の場合、しばらくマイナスの評価が続くが、その後三分の一程度はプラスに転化するのに対し、スポーツにおいて
は、プラスへの変化が大きいという実証的所見である。
本研究における、達成プロセスに関する実証的研究は、教育心理学の基礎を成すものとして有益である。
以上の理由から、本論文は博士(人間科学)の学位授与に値すると判定した。
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